










研究要旨 川崎病冠動脈後遺症の症例の中で、年余を経て新に冠動脈が形成された 2 例、

冠動脈瘤が急に拡大した 1 例を経験した。3 例とも年少時発症で、急性期の冠動脈瘤最大

内径が 6mm 以上あった。川崎病の後遺症を加療するにあたり、このような症例の存在と断

層心エコー検査の限界を念頭に置き、適宜冠動脈造影を施行することが大切である。 


